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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は、不連続変形解析法（DDA）並列計算と土粒子ベースの粒子法（SPH）のプログラムの

開発を通して多相材料問題における数値シミュレーション技術を開発しており、実例解析により新

しい技術の実用性を示し、地盤工学に多く存在する多相材料問題における高度な解析手法を提供す

ることにより、地盤災害における防災力の向上に資するものであり、地盤工学および防災工学の面

で寄与するところがきわめて大きい。よって、本論文は博士(工学)の学位論文に値するものと認め

る。 

 

 

 


